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１．研究計画の概要 
 
 本研究は、日韓両国の地域別アマ（海女・
海士）の漁業と生活について社会・経済、宗
教、生態との関係から総合的にみることで、
日韓両国の水産資源と漁場利用慣行につい
て海域別「民俗知」の特徴を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 2006 年４月から 2009 年５月現在、韓国
の東海岸・南海岸・西海岸地域と日本の九
州・四国・中部・関東や東北地域の一部沿岸
漁村を中心に調査を行ってきた。そこで日韓
両国の漁村社会において水産資源利用にお
かれている共通した大きな問題は環境変化
などによる資源減少、漁業担い手の高齢化、
密猟、漁獲物の流通問題である。 
(2) 環境変化などによる資源減少に対する
漁業共同体の対応は各地によって異なった
形で対策を講じているが、大きな特徴は養殖
である。担い手の高齢化は村のインプラの整
備で外地に出ている若手の帰郷しやすい環
境を作っている。また、海女村であったとこ
ろには若い海士が参与する数が年々増えつ
つある。 
(3) 密漁に対する対策としてはアクアラン
クなどの機械を利用した漁に変え、操業時間
や操業時間を短縮して資源枯渇にならない
方策をとっているところもある。 
(4) 自然環境や社会経済事情により商品と
なる資源が減りつつある。一方、商品になる 
ものであっても僻地の場合は一般流通ルー
トにのれず購入単価や生産量が仲買人のな

すがままにされている。  
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 調査対象者のインタビュー調査の断り、台
風の影響による調査の断念以外は計画とお
り順調に進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1) 2010 年３月までは日本東北地域と北海
道、韓国の北部沿岸地域の調査と、台風など
による調査が実現できなかったところや補
充調査の必要なところへのインタビューと
参与調査を行う予定である。 
(2) 調査で集めた資料を分析してまとめた
のは出版物として出す予定である。 
(3) 環境変化、社会経済による影響で資源
として利用されたものが無くなりつつあり、
それによるローカル地域の資源利用形態も
かわりつつある。今後は水産資源として利用
されなくなったもの、無くなりつつあるもの、
これから新たに利用できるものへの調査研
究が必要である。また、環境問題、後継者問
題などの諸問題を解決していく方法として、
さしあたり現場をよく知っている漁師、行政、
ローカル資源の商品化と販売のための NGO団
体、貝類や海藻類など海の生態関連研究との
連帯による共同研究の可能性を今後探って
いきたい。 
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